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　われわれは，外界からの情報を手に入れる（おそら
く最も有効な）手段の 1つとして，視覚を用いてい
る。眼科医はその視覚の異常を扱う職業である。その
中で，視力低下，視野欠損など，眼球から網膜，視神
経を経て後頭葉視皮質に至る，いわゆる視覚路の病変
を診断，治療管理することには長けている。しかし，
本特集で扱われているのは，視覚路以外の視覚外路と
でもいうべきものの生理作用である。ブルーライトや
バイオレットライトに反応し，概日リズムや眼軸長の
伸長，うつ病など精神状態にまで影響を及ぼす作用が
網膜神経節細胞（以下，RGC）から生じることが，基
礎研究から臨床に至るまで紹介されている。眼には視
覚情報を大脳に伝える以外にも多くの生理的役割が
あり，その広大さには驚かされる。眼は心の窓ともい
われるが，まさにその通りで，外界からの視覚情報の
中に，形態覚や色覚のみでなく，ひとの心象に影響を
与える非視覚性の情報を“みている”といえよう。
　逆に眼は，脳の構造変化ではとらえにくい，神経変
性疾患のアルツハイマー病や，パーキンソン病の早期
発症の手掛かりになるかもしれない研究も進められ
ているようである。RGCとその軸索である網膜神経
線維は，中枢神経の 1つであり，唯一肉眼で観察でき
る中枢神経である。RGCには大型のM型と小型の P

型があることが知られており，アルツハイマー病では
緑内障と同様にM型の経路が障害されやすいのでは
ないかといわれていた。最新の網膜解析装置，OCTや
OCTAを用いて，神経変性疾患の早期診断に挑戦して
いる研究も紹介されており，その可能性の高さも考慮
すると大変興味深い。「眼は神経変性病変の窓」とい
われる日が来るかもしれない。
　また，われわれは，適切に涙が分泌されないと，も

のをはっきりと見ることができないばかりか，羞明，
異物感，疼痛，眼精疲労，不快感など，さまざまな
困った愁訴に悩まされる。その涙の分泌の機序が，上
唾液核などに言及して神経解剖学的に解説されてい
る。その複雑さにあらためて驚くとともに，ドライア
イと間違われる眼瞼痙攣や片頭痛，visual snow症候群
などで生じる羞明，不快感のメカニズムが次第に判明
してくるにつれ，その根底は，メラノプシン含有 RGC

から視床下部‒上唾液核に至る経路にあり，全く関係
のなさそうなドライアイとそれらの疾患の愁訴が結
びついてくることは神秘的でさえある。
　二次元のテレビの画面でも，動き出せば途端に三次
元に見えてくる。このように動きと立体視は密接な関
係にある。これらは，先ほど述べた RGCのM型の経
路に関連しているといわれている。本特集では，こう
した三次元世界を作り出す脳の領域について，その研
究内容と最新の成果，知見が述べられており，両眼視
差と運動視差が統合されている領域が見事にあらわ
れている。また，運動残効という現象も，研究などを
通してその状態や生ずる機序について述べられてお
り，大変興味深かった。脳機能解剖部位としては，動
きと立体視に関連するMT野が最も考えられるとさ
れているらしい。実際は止まっているものが“動いて
見える”のがポイントである。神経眼科では，MT野
は，感覚と運動の橋渡しをする場所として認識されて
いる。教育上，なかなか学生や研修医には理解しにく
い概念であるが，このような生理現象を体験させるこ
とで，その部位が動きの“感覚”に関与していること
を実感すると理解しやすいかもしれない。
　それに続く錯視のメカニズムのあと，最後に陽性視
覚症状，幻視についてそのさまざまな原因，疾患とそ
の特徴，病因が述べられている。このような視覚の不
思議，多彩さ，眼から脳，脳から眼への視覚情報伝達，
脳の視覚情報処理の多彩さを前もって知らされれば，
このような不思議な陽性視覚症状が現れても何ら不
思議でない感覚になり，すっと内容に入り込むことが
できる。よく考えられた構成で，大変刺激され勉強に
なった。
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